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1．概要 

本資料は，今回申請における添付書類「計算機プログラム（解析コード）の概要」において

説明している解析コードについて，補足して説明するものである。 

2．工事計画添付書類に係る補足説明資料 

添付書類の記載内容を補足するための資料を以下に示す。 

資料 No． 資料名 補足説明内容 備考 

1 

解析コードリスト（耐震・強度 

以外） 

添付書類Ⅴ-2「耐震性に関する

説明書」，添付書類Ⅴ-3「強度に

関する説明書」以外の添付書類

において使用した解析コードの

補足説明 

2 解析コードリスト（耐震） 

添付書類Ⅴ-2「耐震性に関する

説明書」において使用した解析

コードの補足説明 

3 解析コードリスト（強度） 

添付書類Ⅴ-3「強度に関する説

明書」において使用した解析コ

ードの補足説明 

4 

工事の計画＊において使用された

解析コードとのバージョンの差

分について 

今回申請において使用した解析

コードのうち工事の計画＊にお

いて使用された解析コードとバ

ージョンが異なる解析コードの

補足説明 

5 
工事の計画＊において使用実績の

ない解析コードリスト 

今回申請において使用した解析

コードのうち工事の計画＊にお

いて使用実績のない解析コード

の補足説明 

6 
補足説明資料において使用して

いる解析コードリスト 

補足説明資料において使用した

解析コードの補足説明 

＊：他プラントを含む。また，自プラントについては工事計画認可及び工事計画届出とする。 
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２．解析コードリスト（耐震）（1/1） 

No.
解析コー

ド名
製造元

使用した

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ

最新

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
対象設備 使用目的

使用実績（先行プラント含む） 関連添付書類 備考

実績 プラント名 対象工認件名 添付書類 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 対象設備 使用目的
原子力産業界

一般産業界
目録番号 分類 目録名称

追

加 

Seismic 

Analysis 

System（Ｓ

ＡＳ） 

日立ＧＥニュ

ークリア・エナ

ジー株式会

社 

Ver6.1.0 Ver6.1.0 設計用床応

答曲線を用

いて設計する

設備 

設計用床応答曲線の作成 ○ ○ Ⅴ-2-1-7 機器・

配管系

設計用床応答曲線の作成方

針 
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４．工事の計画において使用された解析コードとのバージョンの差分について（1/2） 

No. 関連目 

録番号 

解析コード名 製造元 使用した 

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

対象設備 使用目的 

使用実績（先行プラント含む） 

バージョン差分内容 

実績 プラント名 対象工認件名 添付書類 ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 対象設備 使用目的 

震-追

加 

Ⅴ-2-1-7 Seismic 

Analysis 

System（Ｓ

ＡＳ） 

日立ＧＥニュ

ークリア・エ

ナジー株式

会社 

Ver6.1.0 設計用床応答曲線を用いて設計

する設備 

設計用床応答曲線の作

成 

 〇 ・本工事計画において使用するバージョンは，他プラン

トの既工事計画において使用されているものと異なる

が，使用する機能に変更はない。 
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添付 1 解析コード（ＳＡＳ）における床応答スペクトル作成機能の検証 

1. 概要 

本工事計画認可申請書において使用した解析コード「ＳＡＳ」を用いて得られた計算結果の妥

当性を確認し，本解析コードの検証を行うものである。本解析コードを用いた計算のフローを下

記に示す。 

解析

各質点の

時刻歴応答加速度

応答スペクトル計算

（Nigam 法）

床応答スペクトル

SAS のうち，

「床応答スペクトル

作成機能」
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2. 解析コードの検証

(1) 検証の概要

解析コード「ＳＡＳ」による計算結果の妥当性の確認には，二次元／三次元骨組構造物の非

線形動的解析プログラム「ＤＹＮＡ２Ｅ」を用いる。 

「ＳＡＳ」と「ＤＹＮＡ２Ｅ」を用いて作成した床応答スペクトルを比較することにより，

解析コードの検証を行った。 

(2) 検証ケース

床応答加速度より，「ＳＡＳ」と「ＤＹＮＡ２Ｅ」を用いて解析し，両者の解析結果を比較評

価する。以下に解析内容及び比較項目を示す。 

(3) 解析条件

解析に用いた床応答加速度は，

の応答解析結果で得られた波とした。 

床応答スペクトルの算出点を図 2－(3)－1，作成条件を表 2－(3)－1に示す。 

(4) 解析結果の比較

「ＳＡＳ」及び「ＤＹＮＡ２Ｅ」の床応答スペクトルを図 2－(4)－1～図 2－(4)－4 に示す。

(5) 検証結果

前項に示す床応答スペクトル（固有周期と応答加速度（震度））の比較結果のとおり，両者は

一致しており，「ＳＡＳ」を用いて得られた計算結果の妥当性を確認した。 

解析内容 比較項目 

床応答スペクトル 応答加速度（震度） 
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図 2－(3)－1 床応答スペクトルの算出点 

表 2－(3)－1 床応答スペクトルの作成条件 

地盤 方向 階数 減衰定数 図番 

軟質地盤 

（Vs=500m/s 相当）

水平方向 ２Ｆ 0.5％ 図 2－(4)－1 

鉛直方向 ２Ｆ 0.5％ 図 2－(4)－2 

硬質地盤 

（Vs=1000m/s 相当）

水平方向 ２Ｆ 0.5％ 図 2－(4)－3 

鉛直方向 ２Ｆ 0.5％ 図 2－(4)－4 

床応答スペクトル算出点

参照
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図 2-(4)-1 軟質地盤（Vs=500m/s 相当），水平方向，減衰定数 0.5％の比較図 

図 2-(4)-2 軟質地盤（Vs=500m/s 相当），鉛直方向，減衰定数 0.5％の比較図 
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図 2-(4)-3 硬質地盤（Vs=1000m/s 相当），水平方向，減衰定数 0.5％の比較図 

図 2-(4)-4 硬質地盤（Vs=1000m/s 相当），鉛直方向，減衰定数 0.5％の比較図 
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